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講演の書き起こしと講演資料です。講演を要約してください。  

ChatGPT: 
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永田昌明氏の講演「JaParaPat: 大規模日英特許対訳コーパス」では、特許翻訳の精

度向上を目指して日本と米国の特許データ（2000～2021 年）を用いた日英対訳コー

パス「JaParaPat」を構築した過程と成果が報告されました。 

1. プロジェクト概要: JaParaPat は約 100 万件の特許文書から 3 億文にわたる

対訳データを収集し、従来の Web 対訳データ（JParaCrawl）に比べ特許翻訳

精度が 20 BLEU ポイント向上しました。特に、パリルートや PCT ルートを通じ

ての特許文書を収集し、ブートストラップ技術を活用して文対応を行っていま

す(大規模日英特許対訳コーパス)(nagata)。 

2. 背景と課題: 

o 欧米では特許対訳コーパスの整備が進んでおり、日本でも特許翻訳

の効率化が求められています。永田氏は、機械翻訳の導入により翻訳

作業時間を 60％削減する予備実験も行っています(大規模日英特許

対訳コーパス)(nagata)。 

3. 技術アプローチ: 

o JParaCrawl の技術を特許文書に応用し、特許ファミリーを活用して文

対応を実現しています。日本特許庁や米国特許商標庁（USPTO）、欧

州特許庁（EPO）のデータを基に、日本と米国の特許文書をタイトル、

要約、本文、請求項の 4 部分に分けて精度を検証しました(大規模日

英特許対訳コーパス)(nagata)。 



4. 今後の課題: 

o 最近の特許データに基づく高精度な翻訳テストセットの作成、長文かつ

文体が異なる請求項の翻訳精度向上、日中・日韓の対訳データの構

築が挙げられました(大規模日英特許対訳コーパス)(nagata)。 

以上が永田氏の講演の要約です。このプロジェクトは特許翻訳精度向上に大きく貢

献する可能性を示しており、将来的には多言語対応の翻訳コーパスの整備にも注力

していく方針が述べられました。 
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JaParaPat プロジェクトは、特許翻訳の精度向上を目指して、日本と米国の特許デー

タを用いた日英対訳コーパスを構築した大規模な取り組みです。以下に詳細なプロジ

ェクト概要を示します。 

1. 目的と背景: 

o このプロジェクトは、日本と米国の特許翻訳の精度と効率を向上させる

ために、最新かつ高品質の日英対訳データを構築することを目的とし

ています。従来、日本には NTCIR-7（2008 年）や JPO・NICT（2015 年）

などの特許対訳データが存在しましたが、技術の進展に伴い、これら

のデータでは対応しきれなくなってきており、最新の技術とデータに基

づく新しいコーパスの必要性が高まっていました(nagata)。 

2. データの収集とコーパス構築: 

o 2000 年から 2021 年に日本と米国で出願された特許データを収集し、

パリルートおよび PCT ルート（特許協力条約）によって両国で出願され

た特許文書を対訳データとして集積しました。これにより、約 100 万件

の特許文書対（3 億文対）からなる対訳コーパス「JaParaPat」が構築さ

れました。この大規模なデータセットは、文単位での対応関係を明確に

し、機械翻訳モデルの精度向上に寄与することを目指しています(大規

模日英特許対訳コーパス)(nagata)。 



3. ブートストラップ手法: 

o 特許文書対訳コーパスの構築にあたり、対訳辞書に基づくブートストラ

ップ手法を採用しました。初めに、対訳辞書を用いて文単位での対応

関係を見つけ、その後、機械翻訳モデルを訓練し、機械翻訳による文

対応を行いました。この繰り返しにより、より正確な対訳データの生成

が可能となり、コーパス全体の翻訳精度が向上しました(nagata)。 

4. 翻訳精度の向上: 

o 構築された JaParaPat コーパスを用いると、従来の Web 対訳データ

（JParaCrawl v3.0）を使用した場合に比べて、翻訳精度が約 20 BLEU

ポイント向上しました。BLEU ポイントは機械翻訳の品質指標であり、

20 ポイントの向上は特許翻訳の分野において大幅な精度改善と見な

されます。特許特有の用語や文体に対応したコーパスの重要性が示さ

れています(nagata)。 

5. データ構造と利用: 

o JaParaPat コーパスでは、特許文書を「タイトル」「要約」「本文」「請求

項」の 4 つのセクションに分けて対訳対応を行いました。また、各文書

には特許ファミリー情報が付加され、対訳ペアを文単位で構築していま

す。このデータは、機械翻訳の訓練データとしてだけでなく、翻訳精度

のテストデータや特許情報検索システムにおける基盤データとしても活

用できる設計です(大規模日英特許対訳コーパス)(nagata)。 

このプロジェクトにより、日本と米国の特許翻訳の効率が向上することが期待され、さ

らに多言語展開による他国間の特許データ翻訳への応用も視野に入れています。 
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JaParaPat プロジェクトの技術アプローチは、日本と米国の特許データを利用した日

英対訳コーパスの構築において、特許文書の正確な文対応と高い翻訳精度を実現

するためにさまざまな方法を採用しています。以下にその詳細を解説します。 



1. JParaCrawl 技術の応用: 

o JaParaPat プロジェクトでは、Web 対訳データを収集するために使用さ

れていた「JParaCrawl」の技術を特許文書に応用しました。JParaCrawl

は、Web ページから日英対訳データを収集するプロジェクトで、文対応

技術として「hunalign」と「Bleualign」を使用しています。これらの技術を

特許文書にも適用することで、大規模な対訳データ収集を効率的に行

い、特許特有の文体や構造に適した対訳コーパスを構築する基礎を

整えました(大規模日英特許対訳コーパス)(nagata)。 

2. 特許ファミリーに基づく文対応: 

o JaParaPat では、パリルートと PCT ルートの両方で取得された特許文

書の「特許ファミリー情報」を活用し、特許の文対応を高精度に確立し

ました。特許ファミリーとは、同一の発明を複数の国で出願する際に生

成される特許の集合を指し、これを基に特許文書対を作成することで、

対応関係を精密に特定しています。特に、パリルートは国によってフォ

ーマットが異なるため文対応が難しく、PCT ルートでは統一フォーマット

が使用されるため対訳が容易であることから、両ルートの特性を考慮

し、最適な文対応を行いました(大規模日英特許対訳コーパス)

(nagata)。 

3. ブートストラップ手法の採用: 

o 初期段階では対訳辞書を利用し、特許文書内での文単位の対応関係

を見つけ出し、その後、機械翻訳モデルを訓練して再度文対応を実施

する「ブートストラップ手法」を採用しました。まず対訳辞書に基づいて

文対応を設定し、生成されたデータで機械翻訳モデルを訓練します。

その機械翻訳を用いてさらに正確な文対応を得る、という手法で、特許

分野の対訳コーパスに特化した高い翻訳精度を実現しています

(nagata)。 

4. 文書構造に基づく分割と対応: 

o 特許文書は、タイトル、要約、本文、請求項の 4 つの主要セクションに

分かれており、JaParaPat では各セクションごとに文対応を計算しまし

た。特許文書には通常、長い請求項が含まれており、他のセクションと

異なる文体を持つため、セクションごとに最適化された文対応方法が

採用されています。また、各特許文書には特許ファミリーの識別情報を

付与し、文書単位・文単位での対応関係が分かる構造になっています

(大規模日英特許対訳コーパス)(nagata)。 

5. 翻訳精度向上のためのモデル訓練と評価: 



o 翻訳モデルには Transformer モデルを用い、パリルートおよび PCT ル

ートから得られた 2000～2021 年の特許データを訓練データとして使用

しています。テストデータとしては、最新の出願データからランダムに選

定したものを用い、従来の Web 対訳（JParaCrawl）と比較して約 20 

BLEU ポイントの精度向上が確認されています。これにより、

JaParaPat の対訳コーパスが特許翻訳において従来よりも大幅に高い

精度を達成できることが示されています(大規模日英特許対訳コーパ

ス)(nagata)。 

このように、JaParaPat プロジェクトは、特許翻訳に特化した対訳コーパス構築のため

に、Web データの収集技術、特許ファミリーによる文対応、ブートストラップ手法、文書

構造の分割、そして精密な翻訳モデルの訓練と評価という多面的な技術アプローチ

を駆使しています。これにより、特許翻訳における作業効率と精度の大幅な向上が期

待されています。 
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JaParaPat プロジェクトでは、特許翻訳の精度を向上させるために構築した日英対訳

コーパスに基づき、高精度の翻訳結果が得られましたが、今後さらに改善すべきいく

つかの課題が明らかになっています。以下に、具体的な課題を詳しく説明します。 

1. テストセットの精度と適正評価の改善: 

o JaParaPat の翻訳精度を正確に評価するために、人手で翻訳された最

新の特許翻訳データを使ったテストセットが必要です。現状の翻訳精

度評価には BLEU ポイントを用いていますが、この評価方法では特に

最近の出願データで編集された特許文書が多く含まれ、機械翻訳の自

動評価で正確な翻訳品質の判断が難しい場合があります。特許の内

容や用語が変化していく中で、正確な翻訳精度を測定するためには、

手動で翻訳されたデータをテスト用に追加し、評価基準を更新する必

要があります(大規模日英特許対訳コーパス)(nagata)。 



2. 請求項の翻訳精度向上: 

o 特許文書の請求項は、他のセクション（タイトル、要約、本文）に比べて

長文であり、専門用語が多く、特有の文体を持つため、機械翻訳が苦

手とする領域です。現在の JaParaPat コーパスにおいても、請求項の

翻訳は他の部分に比べ精度が低い傾向にあり、特許翻訳全体の精度

向上のためには、請求項の翻訳に特化した手法の導入が必要です。

例えば、長い請求項を意味的に適切な部分で区切り、個別に翻訳して

から再統合する手法や、請求項の特性を学習させた専用モデルの訓

練が考えられます(大規模日英特許対訳コーパス)(nagata)。 

3. 多言語展開（日本語と中国語・韓国語の対訳データ構築）: 

o JaParaPat プロジェクトは日英対訳コーパスに焦点を当てていますが、

特許翻訳の需要は中国語や韓国語といった他言語への拡大が期待さ

れています。日本特許庁は既に中国や韓国の特許データを提供して

おり、これらを活用することで日中・日韓の対訳データを構築すること

が可能です。中国や韓国の特許データと日本の特許データを組み合

わせた新しい多言語対訳コーパスを構築し、さらに多言語対応の翻訳

モデルを訓練することで、特許翻訳の多言語化ニーズに応えられる環

境整備が必要です(nagata)。 

4. より精度の高い専門用語対応と翻訳支援の強化: 

o 特許翻訳では専門用語の精密な翻訳が求められますが、特許分野ご

とに異なる専門用語の多さや新技術の登場に伴う新しい用語への対

応が課題となっています。特に、特許の請求項では、定義が厳密でな

ければならない用語が多く、翻訳精度が影響を受けやすいため、機械

翻訳が専門用語を正確に翻訳できるように、事前に指定した用語を強

制的に使用する「語彙制約付き翻訳」や、翻訳結果の後編集を効率化

するための翻訳支援ツールの強化が検討されています(大規模日英特

許対訳コーパス)(nagata)。 

JaParaPat プロジェクトは、これらの課題に対応することで、より高品質な特許翻訳を

提供し、多言語に対応した特許情報活用の促進を目指しています。 
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JaParaPat プロジェクトにおける請求項の翻訳精度向上には、特許文書の中で最も

複雑かつ翻訳が難しいとされる請求項に特化した技術的アプローチが必要です。請

求項は特許の範囲を決定する重要なセクションであり、正確な翻訳が特許の価値に

直結するため、以下のような課題と解決策が検討されています。 

1. 長文かつ複雑な文構造 

• 請求項は通常、長文で、複数の条件節や修飾語が含まれるため、他のセクシ

ョン（タイトル、要約、本文）よりも翻訳が困難です。文構造の複雑さにより、機

械翻訳モデルが文の意味や関係性を正確に捉えきれず、翻訳ミスが発生す

るリスクが高まります。 

• 解決策として、請求項を翻訳する際には文の構造を解析し、意味的に適切な

場所で文を区切り、個々の部分を個別に翻訳してから統合する「セグメント化

翻訳」を導入することが考えられています。これにより、機械翻訳が処理しや

すい単位で請求項を翻訳し、精度を向上させます。 

2. 専門用語や特有の法的表現 

• 請求項には特許分野特有の専門用語や法的表現が多く含まれ、これらを正

確に翻訳することは、特許範囲の誤解や解釈の違いを避けるために不可欠で

す。また、用語の誤訳や曖昧な表現は、特許の法的有効性に影響を与えるリ

スクがあります。 

• この課題に対しては、「語彙制約付き翻訳」を用いることが有効です。これは、

請求項において事前に指定した専門用語を強制的に使用する方法で、翻訳

モデルが特定の単語を固定的に採用することで、用語の一貫性を保ちつつ正

確な翻訳が可能になります。また、用語の一貫性を維持するために、特許の

分野ごとにカスタム辞書を用意し、分野に特化した翻訳モデルを訓練すること

も効果的です。 

3. 統計的翻訳モデルとの組み合わせ 

• 請求項の翻訳では、一般的な機械翻訳モデルに加えて、過去の特許翻訳デ

ータを活用する統計的手法を併用することが考えられます。統計的翻訳モデ



ルは、頻出パターンや特定の表現を学習するのに適しており、特許翻訳で繰

り返し使用される表現の精度を高める効果があります。 

• このため、統計的翻訳モデルとニューラル翻訳モデル（Transformer など）を組

み合わせ、請求項の翻訳において高精度を実現するハイブリッドモデルの構

築が有望です。特に、頻出パターンや定型表現を統計的手法で捉えつつ、文

全体の意味理解をニューラルモデルで補うことで、複雑な請求項の翻訳精度

向上が期待されます。 

4. 自動後編集とエラーチェックの強化 

• 請求項の翻訳には正確性が求められるため、機械翻訳の出力結果に対する

自動後編集機能を強化することも重要です。自動後編集は、翻訳出力に対し

て特定のエラーパターンを検出・修正する手法であり、特に誤訳や意味不明

な表現が含まれている箇所を自動的に検出して改善することが可能です。 

• また、エラーチェック機能を導入し、機械翻訳による出力において特定の形式

的エラー（例: 誤訳の可能性が高い箇所や不自然な文構造）を自動で検出・

警告することで、請求項翻訳の精度と信頼性が向上します。 

5. 文脈に応じた調整と再構築 

• 請求項の翻訳では、原文の文脈や特許全体の意図を理解して翻訳すること

が重要です。特に、請求項は特許全体の構成要素を網羅するため、前後の文

脈や他の請求項との関係を考慮した翻訳が必要となります。 

• そのため、翻訳後の請求項が他の部分と矛盾しないように、文脈を踏まえた

自動調整機能を持つ「文脈認識型モデル」の導入が考えられます。文脈認識

型モデルは、特許全体を理解した上で適切に表現を調整できる機能を備え、

原文の意図に沿った翻訳結果を提供することが期待されています。 

これらのアプローチにより、JaParaPat プロジェクトの請求項翻訳はさらに精度が向上

し、特許の法的・技術的な価値を損なうことなく、他言語間の特許理解が可能になる

と期待されています。 
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ChatGPT: 

ChatGPT 

永田昌明氏の講演「JaParaPat: 大規模日英特許対訳コーパス」では、生成 AI に関

する直接的な言及はありませんでした。しかし、特許翻訳の精度向上を目指す取り組

みの中で、機械翻訳モデルの訓練やブートストラップ手法の採用など、生成 AI の技

術要素が間接的に活用されていると考えられます。 
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